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詩
誌
「
炮
氓
」
解
題
・
総
目
次

楠

田

剛

士

一
、
概
要

雑
誌
「
炮
氓
」（
ほ
う
ぼ
う
）
は
、
一
九
六
八
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九

七
七
年
一
二
月
の
五
一
号
ま
で
続
い
た
詩
誌
で
あ
る
。
山
田
か
ん
を
中
心
に

長
崎
県
内
の
詩
人
が
集
っ
て
同
人
活
動
を
行
い
、
県
外
・
同
人
外
か
ら
も
作

品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

編
集
は
一
～
四
七
号
が
山
田
か
ん
、
四
八
～
五
一
号
が
入
江
昭
三
が
務
め

た
。
一
九
三
五
年
生
ま
れ
の
山
田
と
一
九
三
三
年
生
ま
れ
の
入
江
は
同
世
代

で
、
長
崎
原
爆
で
被
爆
し
た
山
田
は
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
で
働
き
な
が
ら
、

満
洲
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
入
江
は
職
を
転
々
と
し
な
が
ら
創
作
を
行
っ
た
。

一
～
三
三
号
ま
で
は
編
集
・
発
送
・
同
人
費
の
徴
収
な
ど
全
て
の
事
務
を
山

田
が
行
い
、
発
行
所
の
炮
氓
社
も
山
田
宅
で
あ
っ
た
。
山
田
の
多
忙
を
理
由
に
、

三
四
号
か
ら
編
集
事
務
の
発
行
者
を
山
田
が
、
同
人
費
な
ど
を
扱
う
事
務
局

を
入
江
が
分
担
す
る
が
、
発
行
所
は
山
田
宅
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
四
八
号
か

ら
終
刊
五
一
号
ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
に
出
た
四
号
は
す
べ
て
入
江
が
担
い
、
発

行
所
も
入
江
宅
に
変
更
さ
れ
た
。
終
刊
号
の
あ
と
が
き
は
山
田
が
書
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
田
が
最
後
ま
で
の
「
炮
氓
」
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

創
刊
号
の
奥
付
に
「
隔
月
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
継

続
的
な
刊
行
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
原
爆
特
集
号
と
し
て
七
月
に
刊
行
す
る

た
め
に
あ
え
て
一
月
遅
ら
せ
た
一
一
号
も
あ
る
が
、
終
刊
ま
で
の
約
九
年
間

は
ほ
ぼ
隔
月
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
苦
労
は
た
び
た
び
あ
と
が
き
で
触
れ
ら
れ

る
が
、「
書
く
こ
と
の
意
味
を
常
に
問
い
つ
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
八

号
あ
と
が
き
）
と
山
田
は
あ
く
ま
で
作
品
の
質
に
気
を
配
っ
た
。
表
紙
が
創
刊

か
ら
終
刊
ま
で
、
誌
名
、
刊
行
年
月
、
号
数
、
目
次
だ
け
で
、
表
紙
絵
が
つ

か
ず
カ
ッ
ト
さ
え
な
か
っ
た
こ
と
も
作
品
本
位
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

印
刷
所
は
、
一
～
三
三
号
ま
で
は
三
和
軽
印
刷
工
業
有
限
会
社
。
山
田
が

以
前
編
集
し
て
い
た
詩
誌
「
橋
」
の
一
三
～
一
六
号
（
終
刊
）
と
同
じ
印
刷

所
で
あ
っ
た
。
印
刷
費
の
値
上
げ
か
ら
三
三
号
か
ら
昭
和
堂
印
刷
に
変
更
さ

れ
た
。

価
格
は
非
売
だ
が
、
同
人
以
外
に
も
送
っ
て
い
た
（
一
九
号
あ
と
が
き
）。
県
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内
外
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
受
贈
さ
れ
た
詩
誌
・
詩
集
の
紹
介
も
し
ば
し

ば
行
わ
れ
た
。
同
人
費
は
月
額
七
〇
〇
円
で
（
八
号
か
ら
明
記
）、
物
価
高
騰
・

印
刷
費
・
郵
送
費
の
値
上
げ
か
ら
一
〇
〇
〇
円
に
な
り
（
二
一
号
あ
と
が
き
）、

七
六
年
一
月
か
ら
は
一
五
〇
〇
円
に
な
っ
た
（
四
〇
号
あ
と
が
き
）
。
四
一
号

か
ら
一
口
二
〇
〇
〇
円
の
詩
友
制
を
導
入
し
、
同
人
外
か
ら
の
経
済
的
な
支

援
も
受
け
た
。
誌
友
は
五
一
号
の
時
点
で
三
八
名
で
、
鎌
田
定
夫
、
栗
原
貞

子
、
後
藤
み
な
子
、
中
里
喜
昭
、
長
岡
弘
芳
、
野
呂
邦
暢
ら
が
い
た
。

二
、
詩
誌
「
橋
」
と
長
崎
県
詩
人
会

誌
名
の
「
炮
氓
」
は
山
田
の
造
語
で
あ
る
。
創
刊
号
の
あ
と
が
き
で
山
田

は
、「「
や
か
れ
る
た
み
」「
炮
烙
の
刑
」
に
処
せ
ら
れ
た
無
辜
の
民
を
象
徴
と

し
て
、
こ
の
小
さ
な
詩
誌
の
出
発
と
し
た
い
」
と
説
明
し
、「「
ら
れ
る
」
と
か

「
ら
れ
た
」
と
か
「
被
」
の
受
身
で
は
な
く
、
一
九
四
五
年
夏
よ
り
二
十
三

年
後
の
い
ま
」
を
「
直
視
す
る
目
を
磨
」
く
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

創
刊
か
ら
か
な
り
経
っ
て
か
ら
掲
載
さ
れ
た
会
の
内
規
で
も
「「
炮
氓
」
は
原

爆
に
象
徴
さ
れ
る
戦
争
の
悲
惨
を
凝
視
し
つ
つ
、
未
来
へ
の
展
望
を
拓
こ
う
と

す
る
同
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
」（
四
五
号
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

原
爆
を
過
去
の
問
題
で
は
な
く
「
い
ま
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
「
凝

視
」
す
る
山
田
の
姿
勢
は
創
刊
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
「
炮
氓
」

以
前
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ク
ル
誌
「
芽
だ
ち
」（
五
二
～
五
九
年
）、

文
学
同
人
誌
「
地
人
」（
五
五
～
五
八
年
）
、
詩
誌
「
橋
」（
六
一
～
六
五
年
）

に
参
加
し
、
詩
と
評
論
で
原
爆
問
題
を
繰
り
返
し
書
い
て
き
た
。「
橋
」
を
編

集
し
て
い
た
山
田
は
、「
炮
氓
」
を
「
橋
」
の
後
継
誌
と
位
置
づ
け
、「
今
度

は
「
橋
」
な
ど
と
あ
い
ま
い
な
誌
名
で
な
く
、
明
確
な
理
念
の
内
容
を
表
現

し
て
い
る
表
題
を
作
ろ
う
と
種
々
考
え
た
」（
二
三
号
あ
と
が
き
）
と
述
べ
て
い

る
。
確
か
に
「
橋
」
の
会
則
に
は
「
本
会
は
、
自
己
の
主
体
性
と
必
然
性
を

も
っ
て
詩
に
全
て
の
生
命
を
燃
焼
さ
せ
よ
う
と
志
向
す
る
も
の
の
拠
点
で
あ

る
」（
「
橋
」
一
号
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
）
と
あ
り
、
先
の
「
炮
氓
」
の
内
規

が
い
か
に
原
爆
・
戦
争
を
意
識
し
た
も
の
か
が
わ
か
る
。

「
炮
氓
」
に
は
原
爆
以
外
に
も
多
様
な
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
反
原
爆
や

戦
争
体
験
に
関
わ
る
作
品
は
ほ
ぼ
毎
号
見
ら
れ
る
。
一
一
号
で
被
爆
二
五
年

特
集
、
二
八
号
で
二
八
年
特
集
、
三
八
号
で
三
〇
年
特
集
を
組
み
、
ま
た
特

集
の
形
で
は
な
く
て
も
夏
前
に
は
作
品
投
稿
を
呼
び
か
け
た
。「
炮
氓
」
掲
載

作
か
ら
山
田
が
選
ん
だ
も
の
が
、
太
平
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
原

爆
詩
集
』（
一
九
七
〇
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

「
橋
」
か
ら
原
爆
と
い
う
テ
ー
マ
を
継
続
を
す
る
一
方
で
、
山
田
は
「
以
前

の
「
橋
」
の
同
人
は
意
識
し
て
参
加
を
求
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
当
初
か
ら
の

出
発
の
方
針
で
あ
っ
た
」（
二
三
号
あ
と
が
き
）
と
も
述
べ
、
あ
く
ま
で
も
新
し

い
詩
誌
と
し
て
始
め
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
橋
」
の
執
筆
者
が
、

全
く
「
炮
氓
」
に
書
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
伊
福
重
一
、
風
木
雲
太

郎
、
塚
本
貞
一
、
深
江
福
吉
、
山
脇
敏
宏
、
横
山
隆
ら
が
、
し
ば
ら
く
経
っ

て
か
ら
「
炮
氓
」
に
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

新
し
い
同
人
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
長
崎
県
詩
人
会
の
詩
人
た
ち
で
あ

る
（
東
佐
和
子
、
池
田
慶
子
、
伊
福
重
一
、
今
長
宣
子
、
入
江
昭
三
、
上
滝
望
観
、

風
木
雲
太
郎
、
木
下
和
郎
、
木
本
昭
彦
、
塚
本
貞
一
、
福
江
福
吉
、
藤
維
夫
、
山

口
宏
、
山
田
か
ん
）
。
長
崎
県
詩
人
会
は
、
六
四
年
に
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館

で
結
成
さ
れ
た
。
図
書
館
に
務
め
て
い
た
山
田
が
幹
事
長
と
な
り
、
会
員
の

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
『

長
崎
詩
集
』
の
編
集
も
担
当
し
た
。
こ
こ
で
関
わ

'66

り
が
で
き
た
詩
人
た
ち
に
「
炮
氓
」
へ
の
参
加
を
促
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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詩
集
の
カ
バ
ー
装
丁
は
写
真
家
の
原
田
正
路
だ
が
、「
炮
氓
」
四
六
号
は
原
田

の
写
真
特
集
を
組
ん
で
お
り
、
こ
こ
に
も
詩
人
会
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
。

山
田
は
『

長
崎
詩
集
』
の
あ
と
が
き
で
、「
長
崎
県
に
お
け
る
詩
文
学
創

'66

造
活
動
の
現
況
」
を
「
記
録
に
刻
み
付
け
る
」
意
味
を
述
べ
て
い
る
。
六
八
年

か
ら
始
ま
る
「
炮
氓
」
も
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
一
九
四
五
年
夏
よ
り

二
十
三
年
後
の
い
ま
」
を
「
直
視
す
る
目
」（
創
刊
号
あ
と
が
き
）
と
し
て
の
記

録
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
詩
集
に
関
し
て
山
田
は
「
参
加
者
の
面

で
充
分
に
成
功
し
た
と
は
云
え
な
い
」（
『

長
崎
詩
集
』
あ
と
が
き
）
と
不
満

'66

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
年
の
回
想
で
も
「
今
だ
に
苦
い
思
い
を
す
る
の
は
、
こ

の
詩
集
に
参
加
者
を
も
含
め
て
幹
事
た
ち
も
親
身
の
協
力
関
係
が
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
っ
た
」（「
長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
九
）」、

「
炮
氓
」
二
三
号
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
う
し
た
編
集
の
苦
い
経
験
か
ら
、「
炮

氓
」
で
は
積
極
的
に
「
協
力
関
係
」
を
求
め
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
高

い
創
作
意
識
を
持
っ
た
人
々
の
「
炮
氓
」
へ
の
参
加
は
、
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
、

や
や
難
解
で
観
念
的
と
も
い
え
る
傾
向
に
反
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
「
橋
」
か
ら
テ
ー
マ
を
引
き
継
ぎ
、
長
崎
県
詩
人
会
か
ら
の
書

き
手
の
参
加
か
ら
始
ま
っ
た
「
炮
氓
」
は
少
し
ず
つ
同
人
を
増
や
し
な
が
ら
、

長
崎
県
内
外
の
詩
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

三
、
同
人
活
動
の
展
開

原
爆
・
戦
争
が
大
き
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
が
「
炮
氓
」

に
掲
載
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
宮
原
隆
之
助
は
小
児
麻
痺
の
娘
に
つ
い
て
、

入
江
昭
三
は
大
陸
で
の
孤
児
体
験
・
引
揚
体
験
に
つ
い
て
の
作
品
を
多
く
残

し
、
中
川
弘
美
は
廃
坑
と
い
う
新
し
い
テ
ー
マ
を
雑
誌
に
も
た
ら
し
た
。
の
ち

に
浦
上
燔
祭
説
批
判
で
知
ら
れ
る
高
橋
真
司
も
、
城
取
真
司
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

詩
を
書
い
た
り
、
本
名
で
評
論
を
書
い
た
り
し
て
い
る
。
同
人
外
で
は
、
中
里

喜
昭
（
一
三
、
二
八
、
四
三
、
四
四
号
）
、
栗
原
貞
子
（
一
四
、
二
八
号
）
、
野

呂
邦
暢
（
三
八
、
五
〇
号
）
の
寄
稿
が
注
目
で
き
る
。

初
期
の
同
人
は
、
山
田
と
同
世
代
の
、
戦
争
を
体
験
し
た
者
が
多
か
っ
た
が
、

「
炮
氓
」
発
行
当
時
三
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
や
家
庭
の
事
情
を
反
映
す
る
作
品
や
、
出
産
や
引
っ
越
し
に
伴
う
同
人
の
異

動
が
あ
っ
た
。
創
刊
時
か
ら
今
長
宣
子
、
東
佐
和
子
ら
女
性
の
書
き
手
が
積

極
的
に
書
き
、
の
ち
に
紅
河
知
沙
、
島
田
と
も
子
、
中
原
宏
子
、
柳
生
じ
ゅ

ん
子
ら
が
加
わ
っ
た
。

新
同
人
は
一
九
号
（
七
二
年
一
月
）
頃
か
ら
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
二
二

号
か
ら
同
人
名
簿
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
一
号
ま
で
は
詩
は
一
段

組
み
、
エ
ッ
セ
イ
は
二
段
組
み
だ
っ
た
が
、
二
二
号
か
ら
は
詩
も
二
段
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
同
人
が
増
え
、
よ
り
多
く
の
作
品
を
掲
載
す
る
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
掲
載
ペ
ー
ジ
に
か
か
る
印
刷
費
を
お
さ
え
る
た
め
の
方
策
で
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
ま
た
、
雑
誌
を
発
行
し
た
後
、
合
評
会
を
行
い
、
そ
の
記
録
を
次
号

に
掲
載
し
て
い
た
こ
と
も
主
な
同
人
活
動
と
な
っ
て
い
た
。
は
じ
め
は
山
田
の

自
宅
や
県
立
図
書
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
諫
早
、
佐
世
保
、
島

原
の
同
人
が
増
え
て
く
る
と
各
地
か
ら
集
ま
り
や
す
い
諫
早
で
行
う
こ
と
も
あ

っ
た
（
二
七
号
）。
そ
の
他
、
同
人
消
息
欄
は
三
四
号
か
ら
始
ま
り
、「
炮
氓
」

以
外
で
の
同
人
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
受
贈
詩
誌
、
詩
集
の
紹
介
は
二
九
号

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
活
発
な
会
の
あ
り
方
は
山
田
に
も
刺
激
を
与
え
た
よ
う
だ
。『
'66

長
崎
詩
集
』
出
版
以
来
一
〇
年
ぶ
り
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
企
画
を
立
ち
上
げ
（
三

二
号
あ
と
が
き
）
、
同
人
が
多
く
参
加
し
た
『

長
崎
詩
集
』
を
刊
行
し
た
。

'75
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三
六
号
あ
と
が
き
で
は
、「
次
三
十
七
号
に
若
い
世
代
の
作
品
を
発
表
す
る
予

定
で
あ
る
。（
略
）
同
人
消
息
に
も
見
え
る
が
、
他
誌
へ
も
積
極
的
に
出
て
い

く
同
人
が
増
え
て
い
る
。
実
力
を
備
え
て
良
い
作
品
へ
精
進
し
て
欲
し
い
」
と

述
べ
、
若
い
書
き
手
や
「
炮
氓
」
以
外
で
の
同
人
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

さ
ら
に
雑
誌
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
も
拡
大
し
た
。
例
え
ば
、
鎌
田
信
子

の
翻
訳
掲
載
に
つ
い
て
「
（
※
「
炮
氓
」
は
）
枠
を
限
定
す
べ
き
で
な
い
し
出
来

れ
ば
広
範
な
ス
タ
イ
ル
を
包
括
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
」（
二
〇
号
あ
と
が
き
）

と
述
べ
、
山
田
の
妻
の
香
月
和
子
に
よ
る
平
和
教
育
の
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て
「
詩

誌
と
し
て
は
外
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
雑
誌
の
存
在
理
念
と
し
て
も
あ
る
こ
と

で
あ
り
」「
詩
誌
の
枠
を
あ
え
て
破
っ
て
載
せ
る
こ
と
に
し
た
」（
二
〇
号
あ
と

が
き
）
と
述
べ
、
中
川
弘
美
の
廃
坑
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「「
炮
氓
」
の
意

味
す
る
も
の
と
、
廃
坑
の
問
題
は
同
次
元
に
お
い
て
も
捉
え
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
る
」（
三
一
号
）
と
述
べ
る
な
ど
、
積
極
的
に
テ
ー
マ
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
四
二
号
の
あ
と
が
き
で
も
、「
こ
う
し
て
同
人
間
の
み
に
閉
鎖
す
る
こ
と

な
く
、
詩
誌
を
ひ
と
つ
の
表
現
の
場
と
し
て
展
げ
て
い
く
こ
と
も
、
ひ
い
て
は

詩
誌
の
活
動
の
場
を
底
部
よ
り
揺
り
醒
し
、
常
に
新
し
く
見
つ
め
直
す
こ
と
の

よ
す
が
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
、
同
人
と
テ
ー
マ
の
拡
大
を
評
価
す
る
。

し
か
し
実
際
に
は
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
鎌
田
も
香

月
も
一
回
だ
け
の
掲
載
に
終
わ
り
、
中
川
も
入
院
に
伴
い
退
会
す
る
。
一
七

号
の
発
行
遅
れ
が
「
編
集
者
の
多
忙
と
共
に
、「
原
爆
の
問
題
に
テ
ー
マ
を
据

え
て
」
と
い
う
希
み
が
原
稿
の
集
り
を
に
ぶ
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
」（
一
七
号
あ

と
が
き
）
と
述
べ
て
も
い
る
よ
う
に
、
詩
に
お
け
る
原
爆
作
品
は
少
な
く
な
っ
て

い
く
。
同
人
の
増
加
や
、「
炮
氓
」
外
で
の
活
動
の
活
発
化
は
、
雑
誌
の
充
実

ぶ
り
を
示
す
反
面
、
出
発
に
あ
っ
た
原
爆
と
い
う
テ
ー
マ
の
希
薄
化
を
映
し
出

す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

や
が
て
同
人
の
盗
作
問
題
が
起
こ
り
、「
炮
氓
」
は
終
刊
を
迎
え
る
。
本
誌

に
お
い
て
問
題
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
山
田
の
後
年
の
回
想
で
も
明
確
に
述

べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
編
集
者
と
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
発
見
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
恥
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
自
分
自
身
で
「
炮

氓
」
を
解
体
す
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
終
刊
事
情
を
説
明
し
て
い
る
（
敍
説
編

集
部
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
憶
の
固
執
…
…
山
田
か
ん
氏
に
聞
く
」「
敍
説
」
一
九
、

一
九
九
九
・
八
）。

苦
し
い
結
末
を
迎
え
た
が
、「
炮
氓
」
が
山
田
に
も
た
ら
し
た
の
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
山
田
に
は
私
家
版
や
全
詩
集
も
含
め
て
九
冊
の
詩
集

が
あ
る
が
、「
炮
氓
」
を
編
集
発
行
し
て
い
た
期
間
に
、『
記
憶
の
固
執
』（
一

九
六
九
）
、『
ナ
ガ
サ
キ
・
腐
食
す
る
暦
日
の
底
で
』（
一
九
七
一
）、『
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』（
一
九
七
五
）
の
三
冊
を
刊
行
し
、『
記
憶
の
固
執
』
で
第

一
回
長
崎
県
文
芸
賞
を
受
賞
し
た
。
終
刊
後
に
出
し
た
『
予
感
さ
れ
る
闇
』（
一

九
八
一
）
は
「
炮
氓
」
掲
載
の
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
評
論
に
お
い
て
も
、「
炮

氓
」
に
連
載
し
た
「
長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
」

が
、
八
四
年
に
『
長
崎
・
詩
と
詩
人
た
ち

―
反
原
爆
表
現
の
系
譜
』（
汐
文

社
）
に
ま
と
め
ら
れ
、
長
崎
の
戦
後
詩
史
、
原
爆
文
学
史
と
し
て
現
在
も
重

要
な
書
と
な
っ
て
い
る
。
山
田
の
永
井
隆
批
判
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
聖
者
・

招
か
ざ
る
代
弁
者
」
も
、
雑
誌
「
潮
」
一
九
七
二
年
七
月
号
に
発
表
さ
れ
て

い
る
。「
炮
氓
」
の
刊
行
期
間
は
、
山
田
の
詩
作
・
評
論
に
お
け
る
充
実
期
に

あ
っ
た
。
原
爆
問
題
の
忘
却
に
抗
い
続
け
た
山
田
か
ん
の
仕
事
は
「
炮
氓
」
抜

き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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凡
例

一
、
本
総
目
次
は
、「
炮
氓
」
所
収
の
文
章
を
掲
載
さ
れ
た
順
序
で
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。「
炮
氓
」
五
一
号
の
総
目
次
は
略
記
部
分
が
あ
る
た
め
、
本

総
目
次
で
は
全
て
の
作
品
、
エ
ッ
セ
イ
の
標
題
を
掲
載
し
、
広
告
も
原
則
掲

載
し
た
。

一
、
原
本
の
号
数
は
表
紙
と
奥
付
で
は
「
Ｎ
ｏ
．」
で
表
記
さ
れ
る
が
、
本
文

中
で
は
「
□
号
」
と
表
記
さ
れ
る
た
め
、
本
総
目
次
で
は
便
宜
上
「
第
□

号
」
と
し
た
。

一
、
特
集
が
あ
る
場
合
は
、
号
数
、
発
行
年
月
日
に
続
け
て
記
し
た
。

一
、
各
項
目
は
、
基
本
的
に
分
類
、
標
題
、
著
者
名
、
掲
載
頁
の
順
で
記
し

た
。
標
題
や
副
題
が
表
紙
目
次
と
本
文
表
記
で
異
な
る
場
合
は
本
文
表
記

に
拠
っ
た
。

一
、
掲
載
が
二
頁
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
開
始
頁
‐
終
了
頁
と
し
て
い
る
。

別
の
頁
に
飛
ぶ
記
事
に
つ
い
て
は
、
読
点
に
続
け
て
も
う
一
つ
の
頁
数
を
記

し
た
。

一
、
あ
と
が
き
は
署
名
が
あ
る
も
の
は
記
し
た
が
、
無
署
名
は
山
田
か
ん
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

一
、
＊
は
編
者
に
よ
る
注
記
。

※
本
総
目
次
は
、
故
山
田
か
ん
氏
所
蔵
の
原
本
資
料
を
借
用
し
作
成
さ
れ
た
。

閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
っ
た
山
田
貴
己
氏
に
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

編
集

山
田
か
ん

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
村
西
田
原
団
地
三
二
山
田

か
ん
方
（
一
‐
四
七
号
）

入
江
昭
三

長
崎
県
諫
早
市
福
田
町
二
八
二
八
‐
四
（
四
八
‐

五
一
号
）

発
行

炮
氓
社
（
八
号
か
ら
記
載
）

印
刷
所

三
和
印
刷
工
業
有
限
会
社
（
一
‐
三
二
号
）

昭
和
堂
印
刷
（
三
三
‐
五
一
号
）

頒
価

非
買

同
人

東
佐
和
子
、
池
田
慶
子
、
伊
崎
周
介
、
伊
福
重
一
、
今
長
宣
子
、

今
村
冬
三
、
入
江
昭
三
、
上
滝
望
観
、
熊
田
力
、
紅
河
知
沙
、

古
藤
正
和
、
島
田
と
も
子
、
瀬
戸
昴
、
高
橋
真
司
、
た
け
し
た

し
げ
る
、
都
築
修
三
、
中
川
弘
美
、
中
原
宏
子
、
西
敏
男
、
平
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島
礼
二
、
藤
維
夫
、
松
島
章
子
、
宮
原
隆
之
助
、
向
井
治
、
梁

井
馨
、
山
口
宏
、
柳
生
淳
子
、
山
田
か
ん
、
山
本
ま
こ
と
、
横

山
隆

（
＊
熊
田
、
高
橋
、
た
け
し
た
、
梁
井
は
詩
友
に
移
行
）

詩
友

澤
村
光
博
、
早
川
雅
之
、
小
国
力
、
栗
原
貞
子
、
森
崎
昭
生
、

中
里
喜
昭
、
鎌
田
定
夫
、
細
川
章
、
熊
田
力
、
佐
藤
香
、
松
岡

昭
彦
、
板
井
蓮
生
、
塚
本
貞
一
、
タ
マ
キ
ケ
ン
ジ
、
坂
井
信
夫
、

青
井
孤
人
、
長
岡
弘
芳
、
柏
木
恵
美
子
、
入
江
勇
、
大
石
健
、

田
中
礼
次
郎
、
浜
崎
均
、
木
下
豊
房
、
田
中
俊
廣
、
逢
坂
収
、

後
藤
み
な
子
、
野
呂
邦
暢
、
竹
下
茂
、
江
口
宣
、
植
田
昇
、
広

瀬
洋
爾
、
松
隈
一
輝
、
松
本
武
司
、
高
野
弓
子
、
小
林
緑
明
、

江
島
弘
美
、
梁
井
馨
、
高
橋
真
司

（
＊
五
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
友
名
簿
に
よ
る
）

第
一
号
（
創
刊
号
）

一
九
六
八
年
九
月
一
五
日

発
行

作
品

幻
の
寺
院

宮
原
隆
之
助

‐
2

3

背
後
の
も
の

宮
原
隆
之
助

‐
4

5

病
気
と
は

今
長
宣
子

‐
6

7

夏
が
氷
る

今
長
宣
子

8

と
お
く
へ
消
え
た

山
田
か
ん

‐
9

11

海

瀬
戸
昴

‐
12

13

エ
ッ
セ
イ

墓
地
に
て

山
田
か
ん

‐
14

16

あ
と
が
き

‐
16

17

奥
付

17

＊

が
表
紙
裏
。

2
第
二
号

一
九
六
八
年
一
一
月
二
五
日

発
行

作
品

む
か
し
が
た
り

入
江
昭
三

‐
1

3

む
こ
う
に
行
く
と
き

今
永
宣
子

‐
4

5

悼
む
う
た

宮
原
隆
之
助

‐
6

8

童
話
Ⅲ

山
田
か
ん

9

エ
ッ
セ
イ

遠
い
跫
音

宮
原
隆
之
助

‐
10

11

行
こ
か
戻
ろ
か

山
田
か
ん

‐
12

14

あ
と
が
き

15

奥
付

15

＊
今
永
宣
子
は
今
長
宣
子
の
こ
と
。
以
下
同
じ
。

第
三
号

一
九
六
九
年
二
月
一
五
日

発
行

作
品

運
動
へ

今
永
宣
子

‐
1

2

盗
み

今
永
宣
子

‐
2

3

鳥
の
伝
説

宮
原
隆
之
助

‐
4

5

門
の
よ
う
に

宮
原
隆
之
助

‐
5

8

詩
人
よ
、
答
え
よ

入
江
昭
三

‐
9

11

帰
路

山
田
か
ん

‐
12

13

エ
ッ
セ
イ

五
人
の
子
供
達

―
古
川
賢
一
郎
覚
書
そ
の
後

山
田
か
ん

‐
14

20

あ
と
が
き

20
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奥
付

20

第
四
号

一
九
六
九
年
四
月
一
五
日

発
行

作
品

遭
遇

入
江
昭
三

‐
1

4

お
願
い
で
す
か
ら
…
…

東
佐
和
子

‐
4

7

西
坂
の
丘

山
口
宏

‐
8

11

あ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら

宮
原
隆
之
助

‐
12

13

十
五
才
の
就
職

今
永
宣
子

‐
14

15

最
後
の
と
き

今
永
宣
子

‐
15

16

長
い
道
を
…
…

山
田
か
ん

‐
16

20

広
告

上
村
肇
第
二
詩
集
『
み
ず
う
み
』

20

エ
ッ
セ
イ

詩
集
「
み
ず
う
み
」
に
寄
せ
て

宮
原
隆
之
助

‐
21

22

奥
付

22

第
五
号

一
九
六
九
年
六
月
二
五
日

発
行

作
品

長
恨
歌

入
江
昭
三

‐
1

4

拒
む
風
景
の
中
で

宮
原
隆
之
助

‐
5

9

こ
ん
な
具
合
に

東
佐
和
子

‐
10

13

倒
壊
ま
た
は
独
り
の
唄

山
田
か
ん

‐
14

16

エ
ッ
セ
イ

遠
近
の
因

山
田
か
ん

‐
17

20

広
告

山
口
宏
詩
集
『
風
象
』

20

あ
と
が
き

20

奥
付

20

第
六
号

一
九
六
九
年
八
月
二
五
日

発
行

作
品

癌
患
者

今
永
宣
子

‐
1

2

絆

今
永
宣
子

‐
2

3

蝶
断
章

宮
原
隆
之
助

‐
4

5

海
蝕

山
口
宏

‐
6

7

か
ま
き
り

東
佐
和
子

‐
8

10

飢
餓
の
記
憶

入
江
昭
三

‐
11

13

女
・
鳥
の
首

山
田
か
ん

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

山
口
宏
詩
集
『
風
象
』・
評

木
下
和
郎

17

広
告

山
口
宏
詩
集
『
風
象
』

17

あ
と
が
き

17

エ
ッ
セ
イ

象
徴
の
解
体

西
村
豊
行

‐
18

19

燎
原
同
人
総
会
の
お
知
ら
せ

19

案
内
、
広
告

山
田
か
ん
詩
集
エ
ッ
セ
イ
集
『
記
憶
の
固
執
』

20

奥
付

20

第
七
号

一
九
六
九
年
一
〇
月
二
五
日

発
行

作
品

へ
へ
の
の
も
へ
じ
の
唄

東
佐
和
子

‐
1

6

死
に
関
す
る
断
片
―
父
に
―

宮
原
隆
之
助

‐
7

9

日
常

今
永
宣
子

10

糸
瓜

山
田
か
ん

‐
11

12

エ
ッ
セ
イ

体
験
な
ん
て

山
田
か
ん

‐

?!

13

15
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あ
と
が
き

15

奥
付

裏
表
紙
裏

第
八
号

一
九
六
九
年
一
二
月
三
一
日

発
行

作
品

夏
に
逝
っ
た
友
に

中
原
宏
子

‐
1

2

広
告

入
江
昭
三
詩
集
『
呪
縛
』

2

作
品

掌
の
中
の
地
図

宮
原
隆
之
助

‐
3

5

広
告

山
口
宏
詩
集
『
風
象
』

5

作
品

い
ん
・
ぱ
れ
す
ち
な

入
江
昭
三

‐
6

8

広
告

山
田
か
ん
詩
集
エ
ッ
セ
イ
集
『
記
憶
の
固
執
』

8

作
品

だ
れ
も

な
ん
に
も

山
口
宏

‐
9

10

ね
お
る
い
じ
ん
え
ん

深
江
福
吉

‐
11

12

復
興

今
長
宣
子

13

境
界
線

植
田
孝
行

‐
14

15

半
島

山
田
か
ん

‐
16

18

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

＊

は
ノ
ン
ブ
ル
無
し
。

18
第
九
号

一
九
七
〇
年
二
月
二
五
日

発
行

作
品

こ
の
川
の
囲
い
―
浦
上
川
―

東
佐
和
子

‐
1

3

な
ぞ
な
ぞ

宮
原
隆
之
助

‐
4

6

旅
立
ち

中
原
宏
子

‐
7

8

哀
愁
の
友
に
ウ
ィ
ス
キ
ィ
を

入
江
昭
三

‐
9

11

眺
め
て
い
る

山
田
か
ん

‐
12

14

奥
付

裏
表
紙

第
一
〇
号

一
九
七
〇
年
四
月
二
五
日

発
行

作
品

森
林
伝
説

入
江
昭
三

‐
1

4

パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
混
沌

山
口
宏

‐
5

6

サ
ヨ
ナ
ラ
の
う
た

宮
原
隆
之
助

‐
7

8

領
分

中
原
宏
子

‐
9

10

人
物
柱
Ⅰ

東
佐
和
子

‐
11

13

断
片
連
続
的
…
…
…
…
（
＊
そ
の
Ⅱ
）
山
田
か
ん

‐
14

16

エ
ッ
セ
イ

あ
は
れ
あ
は
れ
の
挽
歌
が
き
こ
え
る

山
田
か
ん

‐
17

20

あ
と
が
き

20

奥
付

裏
表
紙

第
一
一
号

一
九
七
〇
年
七
月
二
五
日

発
行

長
崎
被
爆
二
十
五
年
特
集

作
品

八
月
の
天

山
口
宏

‐
1

2

接
近

宮
原
隆
之
助

‐
3

5

お
し
ゃ
べ
り
な
時
代

今
長
宣
子

‐
5

6

戯
れ
う
た

今
長
宣
子

‐
6

7

キ
ャ
ベ
ツ
畑
で

中
原
宏
子

‐
8

9

エ
ッ
セ
イ

に
が
い
朝

宮
原
隆
之
助

‐
10

11



10

Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
Ⅰ

（
＊
手
紙
）

入
江
昭
三

11

作
品

海
幸

入
江
昭
三

12

幸
運
の
葉

入
江
昭
三

‐
13

14

長
イ
日
ノ
底
カ
ラ
声
ガ
…
…

山
田
か
ん

‐
14

17

二
十
五
年
目
の
夏

東
佐
和
子

‐
18

20

げ
ん
ば
く

山
田
直
己

21

エ
ッ
セ
イ

長
崎
被
爆
二
十
五
年
の
視
点

山
田
か
ん

‐
22

26

Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
Ⅱ

（
＊
手
紙
）

山
脇
敏
宏

26

あ
と
が
き

26

奥
付

裏
表
紙

第
一
二
号

一
九
七
〇
年
九
月
二
五
日

発
行

作
品

わ
が
歳
時
記
―
秋
の
章

入
江
昭
三

‐
1

4

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

中
原
宏
子

‐
4

5

風
立
ち
ぬ
―
い
ざ
生
き
め
や
も

宮
原
隆
之
助

‐
6

8

螢
の
亀
裂

今
長
宣
子

‐
8

9

人
物
柱
Ⅱ

東
佐
和
子

‐
10

13

少
年
の
球

山
口
宏

‐
14

15

帰
郷
・
一
九
七
〇

浜
田
龍
郎

‐
16

17

視
る

山
田
か
ん

‐
18

20

レ
ポ
ー
ト

八
月

西
宮
・
広
島

山
脇
敏
宏

‐
20

24

十
二
号
合
評
会
案
内

24

奥
付

裏
表
紙

第
一
三
号

一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日

発
行

作
品

天
災

中
里
喜
昭

‐
1

4

門
の
よ
う
に

宮
原
隆
之
助

‐
4

6

心
が
わ
り

中
原
宏
子

‐
7

9

白
い
胸

東
佐
和
子

‐
9

13

わ
が
歳
時
記
―
冬
の
章

入
江
昭
三

‐
13

17

恋
唄

今
長
宣
子

‐
17

18

軍
艦

山
口
宏

‐
19

20

腐
蝕
す
る
暦
日
の
底
で

ま
た
は

浦
上
の
…
…
…
…
…
…

山
田
か
ん

‐
21

24

エ
ッ
セ
イ

ヒ
ロ
シ
マ
が
存
在
す
る

山
田
か
ん

‐
25

30

あ
と
が
き

30

執
筆
者
住
所
録

裏
表
紙
裏

広
告

入
江
昭
三
歌
集
『
地
の
花
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
一
四
号

一
九
七
一
年
二
月
二
〇
日

発
行

作
品

絶
後
か
―
長
崎
の
友
に
―

栗
原
貞
子

‐
1

3

北
平
亭
附
近

東
佐
和
子

‐
4

7

蝶
に
つ
い
て

宮
原
隆
之
助

‐
8

9

ひ
と
つ
の
椅
子

宮
原
隆
之
助

‐
10

11

紙
の
月

中
原
宏
子

‐
12

13

五
島
・
奥
浦
に
て

山
田
か
ん

‐
14

15



11

エ
ッ
セ
イ

「
長
崎
聖
公
会
略
史
」
の
こ
と
な
ど
…

山
田
か
ん

‐
16

22

あ
と
が
き

22

奥
付

裏
表
紙

第
一
五
号

一
九
七
一
年
四
月
二
〇
日

発
行

作
品

呪
文

中
原
宏
子

1

チ
ハ
ル
ね
え
ち
ゃ
ん
の
こ
と

宮
原
隆
之
助

‐
2

4

無
題

山
口
宏

5

椿

今
長
宣
子

‐
6

7

記
憶
の
手

東
佐
和
子

‐
8

10

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
）

山
田
か
ん

‐
11

22

あ
と
が
き

22

奥
付

裏
表
紙

第
一
六
号

一
九
七
一
年
六
月
二
五
日

発
行

作
品

児
童
憲
章

宮
原
隆
之
助

‐
1

3

わ
が
歳
時
記
―
春
の
章

入
江
昭
三

‐
4

7

癇
癪
の
か
お

今
長
宣
子

‐
8

9

地
動
説

中
原
宏
子

‐
10

11

夜
か
ら
朝

山
口
宏

‐
12

13

ナ
ガ
サ
キ
迷
路

浜
田
龍
郎

‐
14

15

時
の
構
図

山
田
か
ん

‐
16

17

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
二
）

山
田
か
ん

‐
18

27

あ
と
が
き

‐
27

28

広
告

山
田
か
ん
詩
集
「
ナ
ガ
サ
キ
・
腐
蝕
す
る
暦
日
の
底
で
」

28

奥
付

裏
表
紙

第
一
七
号

一
九
七
一
年
九
月
二
〇
日

発
行

作
品

の
こ
さ
れ
た

今
長
宣
子

1

影
へ
の
帰
郷

入
江
昭
三

‐
2

4

墓
と
裸
木
と
カ
ラ
ス
と

宮
原
隆
之
助

‐
5

8

幕
間

中
原
宏
子

‐
9

10

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
月

山
田
か
ん

‐
11

12

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
三
）

山
田
か
ん

‐
13

23

あ
と
が
き

23

広
告

入
江
昭
三
歌
集
『
地
の
花
』

23

広
告

山
田
か
ん
詩
集
『
ナ
ガ
サ
キ
・
腐
蝕
す
る
暦
日
の
底
で
』

23

奥
付

裏
表
紙

＊
山
田
か
ん
の
エ
ッ
セ
イ
に
（
三
）
を
補
っ
た
。

＊

が
裏
表
紙
裏
。

23
第
一
八
号

一
九
七
一
年
一
一
月
二
〇
日

発
行

作
品

秋
と
子
の
四
題

山
口
宏

‐
1

4



12

影
の
中
の
故
郷

入
江
昭
三

‐
4

7

十
五
歳

山
田
か
ん

‐
7

9

花
の
寺

中
原
宏
子

‐
10

11

エ
ッ
セ
イ

反
歌
（
戦
）
の
思
想

宮
原
隆
之
助

‐
12

21

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
四
）

山
田
か
ん

‐
21

27

あ
と
が
き

27

広
告

塚
本
貞
一
詩
集
『
私
の
詩
集
』

27

広
告

山
田
か
ん
詩
集
『
ナ
ガ
サ
キ
・
腐
蝕
す
る
暦
日
の
底
で
』

27

奥
付

裏
表
紙

＊

が
裏
表
紙
裏
。

27
第
一
九
号

一
九
七
二
年
一
月
三
〇
日

発
行

作
品

そ
の
前
夜

宮
原
隆
之
助

‐
1

4

姿
勢

梁
井
馨

5

穏
地
郡
五
箇
村
飛
地

入
江
昭
三

‐
6

7

セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン

中
原
宏
子

‐
8

9

エ
ッ
セ
イ

「
反
歌
（
戦
）
の
思
想
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
＊
手
紙
）

10

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
五
）

山
田
か
ん

‐
11

22

広
告

境
忠
一
詩
集
『
も
の
た
ち
の
言
葉
』

22

境
忠
一
評
論
集
『
詩
と
土
着
』

22

あ
と
が
き

22

奥
付

裏
表
紙

第
二
〇
号

一
九
七
二
年
四
月
五
日

発
行

作
品

死
・
そ
の
断
章

山
口
宏

‐
1

2

グ
ッ
ド
・
バ
イ

宮
原
隆
之
助

‐
3

5

は
し
ば
み

入
江
昭
三

‐
6

7

記
憶
に
つ
い
て

梁
井
馨

‐
8

9

長
崎
・
諏
訪
荘
に
て

山
田
か
ん

‐
10

12

エ
ッ
セ
イ

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
愛
（
第
一
回
）

エ
デ
ィ
タ
・
モ
リ
ス
、

鎌
田
信
子
訳

‐
13

18

郁
達
夫
論

郭
沫
若
、

奥
村
孝
亮
訳

‐
19

28

（
＊
無
題
）

山
田
か
ん

28

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
六
）

山
田
か
ん

‐
29

41

あ
と
が
き

41

奥
付

裏
表
紙

＊
「
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
愛
」
は
一
回
の
み
。

第
二
一
号

一
九
七
二
年
六
月
五
日

発
行

作
品

桜
花
幻
想

山
本
ま
こ
と

‐
1

3

Breakfast

中
原
宏
子

‐
4

5

こ
わ
い
夜

宮
原
隆
之
助

‐
6

8

野
犬
狩

入
江
昭
三

‐
9

11



13

研
ぐ

梁
井
馨

‐
12

13

少
年
の
球
・
Ⅱ

山
口
宏

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

残
酷
な
季
節
に

山
本
ま
こ
と

‐
16

18

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
七
）

山
田
か
ん

‐
18

25

あ
と
が
き

25

奥
付

裏
表
紙

＊

が
裏
表
紙
裏
。

25
第
二
二
号

一
九
七
二
年
八
月
五
日

発
行

作
品

夏
の
さ
か
り

木
本
昭
彦

‐
1

2

ブ
ル
ー
ス

山
本
ま
こ
と

‐
2

4

朝
の
劇

山
口
宏

‐
4

5

バ
ス
の
中
で

宮
原
隆
之
助

‐
5

6

祭
り

堀
理
恵

‐
6

7

六
月

梁
井
馨

‐
8

9

夜
半
の
仕
事

東
佐
和
子

‐
9

10

沈
む
プ
ラ
タ
ナ
ス

山
田
か
ん

‐
10

11

エ
ッ
セ
イ

二
〇
・
二
一
号
―
合
評
会
の
記
―

入
江
昭
三

‐

、

12

13

29

酷
薄
な
歌
の
た
め
に
―
Ａ
君
へ
。

山
本
ま
こ
と

‐
14

18

広
告

「
長
崎
の
証
言

第
四
集
」、

高
谷
重
治
・
長
崎
の
証
言
の
会
編
『
爆
心
の
丘
に
て

―
山
里
・
浜
口
地
区
原
爆
戦
災
誌
―
』、

秋
月
辰
一
郎
『
死
の
同
心
円
―
長
崎
被
爆
医
師
の
記
録
―
』
18

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
八
）

山
田
か
ん

‐
19

29

同
人
（
執
筆
者
）
住
所
録

30

あ
と
が
き

30

奥
付

裏
表
紙

第
二
三
号

一
九
七
二
年
一
〇
月
五
日

発
行

作
品

午
下
が
り
の
…
…

入
江
昭
三

‐
1

2

じ
ゅ
ん
の
う
た
（
二
～
六
才
の
記
録
か
ら
）

入
江
淳

‐
2

3

喜
劇

梁
井
馨

4

進
撃

山
本
ま
こ
と

‐
5

8

秋
草
ふ
た
つ

山
田
か
ん

8

エ
ッ
セ
イ

平
和
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

香
月
和
子

‐
9

15

広
告

伊
福
重
一
第
一
詩
集
『
炎
え
る
船
』

15

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
九
）

山
田
か
ん

‐
16

26

（
＊
野
田
欣
三
の
死
去
に
つ
い
て
）

（
＊
山
田
か
ん
）

26

執
筆
者
同
人
住
所
録

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
二
四
号

一
九
七
二
年
一
二
五
日
月

発
行

作
品

あ
る
背
景

山
口
宏

1



14

吃
っ
た
話

梁
井
馨

‐
2

3

酩
酊

山
本
ま
こ
と

4

夢
の
島
の
船
―
第
五
福
竜
丸
―

伊
福
重
一

5

不
帰
河

入
江
昭
三

‐
6

7

闇
瞑
の
涯
に
し
て

山
田
か
ん

‐
8

9

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
〇
）

山
田
か
ん

‐
10

21

執
筆
者
同
人
住
所
録

22

あ
と
が
き

22

奥
付

裏
表
紙

第
二
五
号

一
九
七
三
年
二
月
五
日

発
行

作
品

鞭
か
雷
鳴
か
し
ら
ず

山
本
ま
こ
と

‐
1

5

影
踏
み

山
田
憲
和

‐
6

7

お
ん
な
の
う
た

梁
井
馨

8

自
転
車

山
口
宏

9

墓
地
に
て

入
江
昭
三

‐
10

11

病
室
に
て

宮
原
隆
之
助

12

山
茶
花

恒
河
知
沙

13

終
着
へ

山
田
か
ん

14

エ
ッ
セ
イ

合
評
会
に
つ
い
て
の
走
り
書
き

山
本
ま
こ
と

15

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
一
）

山
田
か
ん

‐
16

27

執
筆
者
同
人
住
所
録

28

あ
と
が
き

28

奥
付

裏
表
紙

第
二
六
号

一
九
七
三
年
四
月
一
五
日

発
行

作
品

星
が
み
え
る
日
の
物
語

上
滝
望
観

‐
1

6

農
夫

伊
福
重
一

6

蛇

伊
福
重
一

7

父

梁
井
馨

‐
8

9

残
照

山
口
宏

‐
10

11

崎
戸
に
も
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
あ
っ
て

入
江
昭
三

‐
11

13

つ
ね
に

雷

を
友
と
せ
よ

山
本
ま
こ
と

い
か
ず
ち

13

ジ
ョ
ニ
イ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
仇
名
す
る
た
め
松
尾
智
に

山
本
ま
こ
と

14

鉄
道
員
の
た
む
ろ
す
る
居
酒
屋
で

山
本
ま
こ
と

14

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
二
）
山
田
か
ん

‐
15

29

同
人
住
所
録

30

あ
と
が
き

30

奥
付

裏
表
紙

第
二
七
号

一
九
七
三
年
六
月
二
五
日

発
行

作
品

朝
の
横
断
歩
道
で

山
口
宏

1

み
ず
い
ろ
の
こ
こ
ろ
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
2

3



15

す
ず
め
た
ち
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
3

4

病
室
か
ら
〝
独
白
〟

梁
井
馨

5

夢
の
地
方

山
本
ま
こ
と

‐
6

7

五
月
の
葬
い

瀬
戸
昴

‐
7

8

俺
の
中
の
機
関
車

伊
福
重
一

8

蓑
虫
の
う
た

恒
河
知
沙

9

母

伊
福
重
一

10

エ
ッ
セ
イ

合
評
会
抄

熊
田
力

11

作
品

合
せ
鏡

東
佐
和
子

‐
12

13

河
口
に
壊
れ
て
い
く

山
田
か
ん

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

四
月
、
酔
い
ど
れ
日
誌

山
本
ま
こ
と

‐
16

20

道
路
が
十
字
形
に
…
…
…

山
田
か
ん

‐
20

26

同
人
住
所
録

26

あ
と
が
き

26

奥
付

裏
表
紙

第
二
八
号

一
九
七
三
年
九
月
一
日

発
行

個
的
位
相
に
か
か
わ
る
内
な
る
原
爆
―
長
崎
被
爆
二
八
年
エ
ッ
セ
イ
特
集

エ
ッ
セ
イ

海
へ
の
途
中
で

入
江
昭
三

1

長
崎
の
夏

風
木
雲
太
郎

‐
1

2

「
心
願
の
国
」
覚
書

金
丸
枡
一

‐
2

3

な
ぜ
原
爆
を
追
う
の
か

鎌
田
定
夫

‐
3

4

呪
わ
れ
た
死
の
科
学

栗
原
貞
子

‐
4

5

山
田
か
ん
を
通
し
て
原
爆
へ

境
忠
一

‐
5

6

長
崎
の
覚
書

恒
河
知
沙

‐
6

8

書
架
の
彼
方
に

島
田
輝
子

‐
8

9

食
わ
し
め
よ
回
復
せ
よ

中
里
喜
昭

‐
9

10

薔
薇
の
下
の
殺
風
景

山
内
龍

10

記
念
碑
的

山
田
か
ん

‐
10

12

広
告

中
里
喜
昭
『
ふ
た
た
び
歌
え
』

12

作
品

柘
榴

た
け
し
た
し
げ
る

13

伏
兵
は
歩
い
て
い
る

二
十
八
回
原
爆
記
念
日
に
寄
せ
て

た
け
し
た
し
げ
る

13

ラ
ン
プ
に
つ
い
て

上
滝
望
観

14

偲
ぶ
川

入
江
昭
三

‐
15

16

雲

伊
福
重
一

16

風
葬

宮
原
隆
之
助

‐
17

18

考
・
わ
が
艶
歌

梁
井
馨

‐
19

20

非
望
に
あ
ら
ず
―
宮
原
氏
に

山
本
ま
こ
と

‐
20

21

ブ
ル
ー
ノ
少
年

山
本
ま
こ
と

21

夾
竹
桃
の
花
咲
け
ば

塚
本
貞
一

22

重
た
い
魂

東
佐
和
子

‐
22

23

純
黒
の
蝶

東
佐
和
子

23

消
え
た
台
地
の
無
言
歌

山
田
か
ん

‐
24

25

同
人
住
所
録

26

あ
と
が
き

26

奥
付

裏
表
紙

第
二
九
号

一
九
七
三
年
一
一
月
二
〇
日

発
行



16

作
品

M
arch

out

向
井
治

‐
1

2

皺
の
倫
理

た
け
し
た
し
げ
る

2

双
脚
の
う
み
の
歌

た
け
し
た
し
げ
る

3

冬
の
猊

た
け
し
た
し
げ
る

3

蚯
蚓

山
口
宏

4

花
の
笑
い

東
佐
和
子

5

仲
秋

梁
井
馨

6

醜
聞

入
江
昭
三

‐
7

8

秋
の
一
日

瀬
戸
昴

‐
8

9

作
っ
た
方
が
得
だ

伊
福
重
一

10

路
上

山
本
ま
こ
と

‐
11

12

秋
の
か
た
ち
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
12

13

飛
ぶ
跳
ぶ

山
田
か
ん

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

現
代
詩
に
つ
い
て

伊
福
重
一

‐
16

17

受
贈
詩
誌

17

エ
ッ
セ
イ

別
府
の
暑
い
夏

第
三
回
九
州
詩
人
祭
参
加
の
記

入
江
昭
三

‐
18

20

風
信

た
け
し
た
し
げ
る

‐
20

21

あ
と
が
き

21

同
人
住
所
録

22

奥
付

裏
表
紙

第
三
〇
号

一
九
七
四
年
一
月
三
一
日

発
行

作
品

新
年
の
こ
と
ば
―
体
験
と
想
像

風
木
雲
太
郎

1

廃
坑
へ

中
川
弘
美

‐
2

3

は
も
女

子
守
唄

中
川
弘
美

3

波
止
場
に
つ
い
て

上
滝
望
観

4

彼
方
―
Ｊ
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
に

向
井
治

‐
5

6

船
が
出
る
朝

瀬
戸
昴

6

借
り
た
も
の

今
村
冬
三

7

か
ま
き
り

今
村
冬
三

7

〈
ル
ア
ン
〉
に
て

山
本
ま
こ
と

8

多
良
と
娘
と
彗
星
と

入
江
昭
三

‐
9

10

猿

伊
福
重
一

10

空

島
田
と
も
子

11

椿

た
け
し
た
し
げ
る

12

こ
ご
と

た
け
し
た
し
げ
る

‐
12

13

夕
暮
の
し
ん
じ
つ
の
昏
さ

城
取
真
司

13

霧
氷

紅
河
知
沙

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

雑
感

山
田
か
ん

、
15

18

作
品

あ
る
吐
血

東
佐
和
子

16

遺
書

西
敏
男

‐
17

18

犬
継
へ
行
く

山
田
か
ん

‐
19

20

受
贈
詩
誌

20

エ
ッ
セ
イ

反
原
爆
の
表
現
の
一
背
景
―
山
田
か
ん
・
そ
の
人
の
固
執
―

山
口
宏

‐
21

24

同
人
住
所
録

25

あ
と
が
き

25



17

奥
付

裏
表
紙

＊
恒
河
知
沙
は
本
号
か
ら
紅
河
知
沙
と
表
記
。

＊

が
裏
表
紙
裏
。

25
第
三
一
号

一
九
七
四
年
四
月
一
五
日

発
行

作
品

北
松
炭
田

中
川
弘
美

‐
1

2

坑
夫
の
た
め
の
鎮
魂
歌

中
川
弘
美

‐
2

3

つ
め
た
い
背
の
あ
ち
ら

東
佐
和
子

‐
4

5

斜
度

山
口
宏

6

目
の
椅
子

向
井
治

7

廃
坑
の
中
で

梁
井
馨

8

決
議

梁
井
馨

9

如
月
投
壜

山
本
ま
こ
と

9

風

都
筑
修
三

10

舗
装
さ
れ
て

今
村
冬
三

11

こ
こ
ろ
の
季
節
は
冬
に
む
か
う

城
取
真
司

12

髪
の
毛
の
も
だ
え
の
連
想

城
取
真
司

12

習
慣
に
つ
い
て

中
原
宏
子

13

ち
い
さ
い
枯
草
に
つ
い
て

上
滝
望
観

14

野
犬

伊
福
重
一

15

鴉

伊
福
重
一

15

絞
暗
の
季
節

た
け
し
た
し
げ
る

16

み
ぞ
さ
さ
い

た
け
し
た
し
げ
る

16

未
明
か
ら

島
田
と
も
子

17

小
峰
町
交
叉
点
に
て

山
田
か
ん

‐
18

19

受
贈
詩
誌

19

エ
ッ
セ
イ

落
書

上
滝
望
観

20

受
贈
詩
集

20

エ
ッ
セ
イ

公
教
信
徒
・
被
爆
の
意
味
す
る
も
の
光
河
知
沙

‐
21

22

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
三
）

山
田
か
ん

‐
23

30

同
人
住
所
録

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

＊
光
河
知
沙
は
紅
河
知
沙
の
こ
と
。

第
三
二
号

一
九
七
四
年
六
月
一
五
日

発
行

広
告

山
本
ま
こ
と
詩
集
『
海
に
の
こ
す
指
紋
よ
急
げ
』

表
紙
裏

作
品

植
物
人
間
譚

宮
原
隆
之
助

‐
1

2

父
・
三
題
（
＊
も
う
一
人
の
父
、

臥
す
る
父
、
死
ん
だ
筈
の
父
が
）

伊
福
重
一

‐
2

3

密
や
か
な
降
口
に
つ
い
て

島
田
と
も
子

4

稲
妻

入
江
昭
三

‐
5

6

鳶

城
取
真
司

‐
6

7

無
題

Ｈ
氏
「
彼
岸
花
図
」
に
よ
せ
て

今
村
冬
三

7

三
十
年

今
村
冬
三

‐
8

9

折
鶴

た
け
し
た
し
げ
る

9

あ
る
老
者
の
ク
ロ
ッ
キ
ー

た
け
し
た
し
げ
る

10



18

そ
の
と
き
の
た
め
に

山
本
ま
こ
と

11

祝
日

中
原
宏
子

12

空

山
口
宏

13

或
る
春
の
日
に

東
佐
和
子

‐
14

15

認
識

梁
井
馨

‐
15

16

村
の
さ
み
だ
れ

中
川
弘
美

‐
16

17

エ
ッ
セ
イ

あ
く
ら
話

た
け
し
た
し
げ
る

‐
18

19

投
壜
手
帳

山
本
ま
こ
と

‐
19

21

受
贈
詩
集

エ
ッ
セ
イ

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
四
）

山
田
か
ん

‐
22

32

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
三
三
号

一
九
七
四
年
八
月
一
〇
日

発
行

作
品

崎
戸
島
幻
記

入
江
昭
三

‐
1

3

白
い
闇

今
村
冬
三

‐
3

5

（
＊
三
二
号
訂
正
）

山
田
か
ん

5

作
品

薄
緑
色
の
窓
の
向
う

島
田
と
も
子

6

石
の
ほ
ほ
え
み
に
つ
い
て

上
滝
望
観

7

爪
よ

山
口
宏

8

尾
羽
を
他
国
に
打
ち
枯
ら
す

中
川
弘
美

9

エ
ド
ワ
ル
ド
・
ム
ン
ク
嫌
い

山
本
ま
こ
と

‐
10

12

酩
酊
の
余
地

城
取
真
司

12

孤
独
を
梃
子
に
し
て

城
取
真
司

13

げ
ん
ば
く
・
兄

伊
福
重
一

14

海
牛

た
け
し
た
し
げ
る

15

鞴

た
け
し
た
し
げ
る

ふ
い
ご

15

北
松
・
小
値
賀
島
へ

山
田
か
ん

16

エ
ッ
セ
イ

局
外
者
の
位
置

―
野
呂
邦
暢
「
不
意
の
客
」
―

熊
田
力

‐
17

19

Ｏ
氏
の
日
常

伊
福
重
一

‐
20

22

炭
坑
仕
事
唄
に
探
る
女
性
像

―
私
自
身
の
た
め
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
―

中
川
弘
美

‐
22

26

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
五
）

山
田
か
ん

‐
27

33

同
人
各
位
へ

33

同
人
住
所
録

裏
表
紙

あ
と
が
き

裏
表
紙

奥
付

裏
表
紙

＊

が
裏
表
紙
裏
。

33
第
三
四
号

一
九
七
四
年
一
〇
月
一
五
日

発
行

作
品

ぢ
い
さ
ま
よ

横
山
隆

‐
1

2

私
情

梁
井
馨

3

夏
の
お
わ
り
に

山
本
ま
こ
と

‐
4

5

灰
色
の
兵
士

中
原
宏
子

6

そ
し
て
昏
い
夏
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
7

8



19

エ
ッ
セ
イ

三
十
三
号
合
評
会
略
記

入
江
昭
三

8

作
品

馬
の
眼

伊
福
重
一

9

ノ
ウ
リ
ン
シ
ョ
ウ
ニ
ダ
マ
レ
サ
レ
タ

伊
福
重
一

9

風
の
熟
す
る
頃

島
田
と
も
子

10

領
収
証

今
村
冬
三

‐
11

12

同
人
消
息

12

作
品

竹
仙
人

た
け
し
た
し
げ
る

13

飛
竜
の
爪

た
け
し
た
し
げ
る

13

出
発
の
こ
と
・
生
活
の
こ
と

城
取
真
司

‐
14

15

受
贈
詩
誌

15

作
品

夏
の
匂
い

山
口
宏

‐
16

17

山
口
宏
三
十
三
号
作
品
訂
正

17

作
品

わ
が
歳
時
記
―
夏
の
章
―

入
江
昭
三

‐
18

19

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳

山
田
か
ん

‐
20

21

便
り
１

（
＊
手
紙
）

宮
原
隆
之
助

21

エ
ッ
セ
イ

混
迷
の
原
爆
忌
俳
句

田
中
礼
治
郎

‐
22

24

便
り
２

（
＊
手
紙
）

梁
井
馨

24

受
贈
詩
集

24

エ
ッ
セ
イ

非
文
学
的
カ
ル
チ
ュ
ア

―
轟
龍
造
「
日
課
」
批
判
―

山
田
か
ん

‐
25

30

便
り
３

（
＊
手
紙
）

山
本
ま
こ
と

30

エ
ッ
セ
イ

長
崎
県
詩
人
会
の
こ
と
な
ど

30

同
人
住
所
録

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
三
五
号

一
九
七
四
年
一
二
月
二
〇
日

発
行

作
品

ひ
と
つ
の
影
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
1

2

草
と
口
笛

入
江
昭
三

‐
3

4

駐
車
場
に
て

中
原
宏
子

‐
5

6

受
贈
詩
誌

6

作
品

否
定
が
不
意
に

島
田
と
も
子

7

像
を
撃
つ

今
村
冬
三

‐
8

9

動
物
詩
抄

今
村
冬
三

‐
10

11

眼
に
つ
い
て

東
佐
和
子

‐
12

13

広
告

黒
田
達
也
『
現
代
九
州
詩
史
』

13

作
品

を
さ
な
児

城
取
真
司

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

三
十
四
号
合
評
会
の
記

Ｋ

、
15

28

作
品

逃
げ
ら
れ
な
い
話

横
山
隆

‐
16

17

同
人
消
息

17

作
品

駅
前
劇
場
感
傷
記

梁
井
馨

‐
18

19

幼
年
く
ず
れ
節

あ
る
日
の
会
話

に
ふ
れ
て
青
井
氏
に

山
本
ま
こ
と

‐
20

22

記
憶

伊
福
重
一

22

石
を
投
げ
る

山
口
宏

23

屑

短
抄

た
け
し
た
し
げ
る

24

赤
い
舟

た
け
し
た
し
げ
る

25

蟻

た
け
し
た
し
げ
る

25

堆
積

向
井
治

26



20

カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
飯
盒

山
田
か
ん

‐
27

28

エ
ッ
セ
イ

雑
感

Ｋ

28

同
人
住
所
録

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
三
六
号

一
九
七
五
年
二
月
二
五
日

発
行

広
告

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』

表
紙
裏

作
品

男

藤
維
夫

1

五
島
に
て

紅
河
知
沙

‐
2

3

受
贈
詩
誌

3

エ
ッ
セ
イ

第
三
十
五
号
合
評
会
の
記

Ｋ

、
3

5

作
品

破
船
の
記
憶
―
そ
の
痛
み
は
生
き
て

い
る
し
る
し

宮
原
隆
之
助

‐
4

5

葉
書

山
口
宏

‐
6

7

飛
竜
の
夢
な
け
れ
ど
…
…

山
本
ま
こ
と

‐
7

8

比
良
山
に
て

中
原
宏
子

‐
8

9

受
贈
詩
集

9

作
品

息
子
へ
の
バ
ラ
ー
ド

梁
井
馨

‐
10

11

否
の
波
紋

城
取
真
司

12

同
人
消
息

12

作
品

冬
の
朝

東
佐
和
子

13

午
後
の
う
ら
ぎ
り
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
14

15

雪
が
降
る
夜
の
序
詩

島
田
と
も
子

‐
15

16

洋
服
職
人

横
山
隆

‐
16

17

胃
袋

横
山
隆

17

拳
銃

た
け
し
た
し
げ
る

18

毒
茸

た
け
し
た
し
げ
る

18

荼
毘

伊
福
重
一

19

雹

伊
福
重
一

19

く
ら
げ

今
村
冬
三

‐
20

21

無
の
象

入
江
昭
三

‐

か
た
ち

21

22

詩
人
Ｋ
へ
の
悼
歌

山
田
か
ん

‐
22

23

エ
ッ
セ
イ

『
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
―
魔
法
の
馬
―
』

山
田
か
ん

‐
24

28

同
人
住
所
録

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
三
七
号

一
九
七
五
年
四
月
二
五
日

発
行

広
告

上
滝
望
観
詩
集
、

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』

表
紙
裏

作
品

こ
ん
に
ゃ
く
舌
頌

た
け
し
た
し
げ
る

1

採
桑
老

た
け
し
た
し
げ
る

1

ス
フ
、
プ
ロ
フ
イ
ル

た
け
し
た
し
げ
る

2

案
内

長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
の
刊
行
に
つ
い
て

、
2

4

作
品

腐
臭

山
本
ま
こ
と

3

無
言
歌

山
本
ま
こ
と

4
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ス
テ
レ
オ

横
山
隆

‐
5

6

一
日
に
つ
い
て

中
原
宏
子

‐
6

7

エ
ッ
セ
イ

第
三
十
六
号
合
評
会
記
録

伊
福
重
一

、

、

7

16

25

作
品

道

藤
維
夫

8

受
贈
詩
誌
、
受
贈
詩
集

8

作
品

こ
の
橋
に
続
く
べ
き
一
本
の
道

東
佐
和
子

‐
9

10

虫
の
よ
う
な

山
口
宏

10

同
人
消
息

、
10

27

作
品

悲
し
み
へ
の
堕
落

城
取
真
司

11

に
っ
ぽ
ん
の
首
相

城
取
真
司

11

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て

島
田
と
も
子

12

裸
踊
断
章

梁
井
馨

13

湯
治
場
で

伊
福
重
一

14

日
曜

赤
瀬
信
吾

14

CO
Ca

-CO
La

堂
脇
敬
子

15

風
よ
吹
け

山
田
千
秋

15

空
間

薗
田
美
穂
子

16

神
な
ど
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
17

18

ぢ
す
か
ば
じ
ゃ
ぱ
ん

今
村
冬
三

‐
19

20

案
内

第
五
回
九
州
詩
人
祭
長
崎
大
会

20

作
品

平
和
記
念
日

紅
河
知
沙

‐
21

22

Ａ
氏
の
持
つ
鉄
の
匣

山
田
か
ん

‐
23

25

エ
ッ
セ
イ

硬
質
の
抒
情

山
田
か
ん
詩
集
「
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
」
を
読
む

入
江
昭
三

‐
26

27

火
箭
が
飛
ぶ
―
山
口
宏
、
教
育
エ
ッ

セ
イ
に
ふ
れ
て
―

山
田
か
ん

‐
28

33

同
人
名
簿

33

あ
と
が
き

33

奥
付

裏
表
紙

＊

が
裏
表
紙
裏
。

33
第
三
八
号

一
九
七
五
年
七
月
三
一
日

発
行

―
長
崎
被
爆
と
戦
後
三
十
年
の
生
を
問
う
―

広
告

上
滝
望
観
詩
集
、

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』

表
紙
裏

エ
ッ
セ
イ

虹

野
呂
邦
暢

1

あ
の
日
の
僧
衣
と
黒
髪
と

山
口
宏

‐
2

3

残
痕

梁
井
馨

‐
4

5

戦
後
三
十
年
の
歳
月

藤
維
夫

5

同
情
は
遠
く
蹴
り
捨
て
て

今
村
冬
三

‐
6

8

絶
望
な
ん
か
し
な
く
っ
た
っ
て
…
…

中
原
宏
子

‐
8

11

詩
精
神
は
向
き
あ
え
た
か

―
長
崎
被
爆
三
十
年
の
状
況
―

山
田
か
ん

‐
12

25

受
贈
詩
誌
、
受
贈
詩
集

25

作
品

お
れ
の
優
雅
な
帰
り
途

宮
原
隆
之
助

‐
26

27

き
り
ぎ
り
す

池
田
慶
子

‐
27

28

君
の
不
倖
せ
は

今
村
冬
三

29

お
ば
ば
の
命
日

合
掌
三
十
回
原
爆
記
念
日

た
け
し
た
し
げ
る

30
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虚
脱
の
対
比
に
つ
い
て

た
け
し
た
し
げ
る

30

荼
毘

山
口
宏

31

雨
期
に

島
田
と
も
子

32

墓
標

藤
維
夫

33

う
か
ば
れ
ぬ

横
山
隆

34

短
艇
を
こ
ぐ

城
取
真
司

35

飢
餓
の
海

入
江
昭
三

‐
36

37

エ
ッ
セ
イ

第
三
十
七
号
合
評
会
の
記
録

島
田
と
も
子

‐
37

39

作
品

雪
の
晩
に

伊
福
重
一

‐
38

39

塔
に
つ
い
て

山
田
か
ん

‐
39

40

同
人
消
息

41

エ
ッ
セ
イ

九
州
詩
人
祭
始
末
記

入
江
昭
三

‐
41

44

同
人
名
簿

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

広
告

長
崎
県
詩
人
会
編
『
長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
』

裏
表
紙

奥
付

裏
表
紙

第
三
九
号

一
九
七
五
年
九
月
三
〇
日

発
行

広
告

上
滝
望
観
詩
集
、

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』

表
紙
裏

作
品

何

横
山
隆

1

も
っ
た
い
な
い

入
江
昭
三

2

一
日
の
終
り

藤
維
夫

3

太
郎
の
神
さ
ま

上
滝
望
観

‐
4

5

河
口
ま
で

島
田
と
も
子

5

き
め
の
こ
ま
か
な
詩

た
け
し
た
し
げ
る

6

古
窯
跡

た
け
し
た
し
げ
る

‐
6

7

エ
ッ
セ
イ

う
わ
た
き
も
ち
み
詩
集
を
読
み
て

た
け
し
た
し
げ
る

7

作
品

ぼ
く
の
黒
い
思
想

今
村
冬
三

‐
8

9

エ
ッ
セ
イ

上
滝
望
観
詩
集
出
版
記
念
会
記

入
江
昭
三

9

作
品

熊

山
口
宏

10

老
眼
鏡

伊
福
重
一

11

拾
っ
た
石

伊
福
重
一

11

鰻

梁
井
馨

‐
12

13

同
人
消
息

13

作
品

北
松
・
生
月
島
に
て

山
田
か
ん

14

広
告

長
崎
県
詩
人
会
編
『
長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
四
〇
号

一
九
七
五
年
一
一
月
二
五
日

発
行

広
告

横
山
隆
詩
集
『
は
こ
べ
ら
の
う
た
―
わ
が
子
へ
の
書
き
お
き
―
』、

上
滝
望
観
詩
集

表
紙
裏

作
品

晩
秋
の
系
譜

梁
井
馨

‐
1

2

あ
や
め
花
抄

た
け
し
た
し
げ
る

3

熊
川
の
旅

た
け
し
た
し
げ
る

‐

こ
も
が
い

3

4

ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
脱
走
記

た
け
し
た
し
げ
る

4

海
へ

池
田
慶
子

5

ポ
プ
ラ

島
田
と
も
子

6
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う
す
あ
か
り
の
路

上
滝
望
観

‐
7

8

ど
こ
ま
で
も

藤
維
夫

8

外

横
山
隆

‐
9

10

エ
ッ
セ
イ

三
十
九
号
作
品
寸
評

宮
原
隆
之
助

‐
10

11

作
品

風
の
朝

入
江
昭
三

‐
11

12

光
耀
の
な
か
に

紅
河
知
沙

‐
12

13

車
窓
に
倚
れ
ば

今
村
冬
三

‐
13

14

個
体
の
夏

田
中
礼
治
郎

‐
14

15

同
人
費
値
上
げ
に
つ
い
て

事
務
局

15

作
品

蜂
蜜

伊
福
重
一

16

せ
ん
そ
う

伊
福
重
一

16

十
月
・
蔵
王
の
水
Ⅱ

山
田
か
ん

17

エ
ッ
セ
イ

私
の
中
の
長
崎

城
尾
徳
昭

‐
18

23

フ
リ
ー
号
船
長
ム
ー
デ
ィ
氏
の
こ
と

城
取
真
司

‐
23

24

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
六
）

山
田
か
ん

‐
25

41

同
人
消
息

42

同
人
名
簿

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

広
告

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』、

長
崎
県
詩
人
会
編
『
長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
』

裏
表
紙

奥
付

裏
表
紙

第
四
一
号

一
九
七
六
年
一
月
二
五
日

発
行

広
告

横
山
隆
詩
集
『
は
こ
べ
ら
の
う
た
―
わ
が
子
へ
の
書
き
お
き
―
』、

上
滝
望
観
詩
集

表
紙
裏

エ
ッ
セ
イ

詩
人
・
今
田
久
さ
ん
の
こ
と

森
義
男

‐
1

6

作
品

火
の
窓

島
田
と
も
子

6

空
気
の
椅
子
〈
そ
の
一
〉

上
滝
望
観

‐
7

8

冬
へ

藤
維
夫

9

状
態

中
原
宏
子

10

死
亡
診
断
書

伊
崎
周
介

‐
11

13

ト
マ
ト
の
皮
が
…
…
…
…
…

入
江
昭
三

‐
14

15

二
月
の
鵙

た
け
し
た
し
げ
る

16

馬
車
ひ
き

た
け
し
た
し
げ
る

‐
16

17

続
ち
ん
ぷ
ん
・
か
ん
ぷ
ん
笑

た
け
し
た
し
げ
る

17

受
贈
詩
集

17

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
号
合
評
会
の
記

池
田
慶
子

‐
18

20

作
品

闇
の
中
へ

横
山
隆

‐
21

22

あ
ゝ

酔
っ
ぱ
ら
い

宮
原
隆
之
助

‐
22

23

受
贈
詩
誌

23

作
品

友
人
Ｈ
へ
の
返
信

今
村
冬
三

‐
24

25

誌
友
制
の
発
足
に
つ
い
て

山
田
か
ん

25

作
品

少
年
の
い
る
町

東
佐
和
子

‐
26

27

同
人
消
息

27

作
品

満
ち
る

池
田
慶
子

28

弱
る
ば
か
り
の
母

伊
福
重
一

29

断
章
（
１
）、
断
章
（
２
）

田
中
礼
治
郎

30

白
馬
の
天
皇

山
田
か
ん

‐
31

34
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エ
ッ
セ
イ

や
さ
し
く
誠
実
な
遺
失
物
係
―
横

山
隆
詩
集
「
は
こ
べ
ら
の
う
た
」
―

今
村
冬
三

‐
34

35

お
く
ん
ち
の
日
の
バ
ー
バ
ラ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

城
取
真
司

‐
36

37

三
十
年
目
の
溯
行

山
田
か
ん

‐
38

41

同
人
消
息

42

あ
と
が
き

42

広
告

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』、

長
崎
県
詩
人
会
編
『
長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
四
二
号

一
九
七
六
年
三
月
二
五
日

発
行

広
告

横
山
隆
詩
集
『
は
こ
べ
ら
の
う
た
―
わ
が
子
へ
の
書
き
お
き
―
』、

上
滝
望
観
詩
集

表
紙
裏

作
品

武
漢
日
僑
難
民
キ
ャ
ン
プ

入
江
昭
三

‐
1

4

夜
景
・
二
題

都
筑
修
三

‐
5

6

受
贈
詩
誌
、
受
贈
詩
集

6

同
人
消
息

6

作
品

春
二
題

梁
井
馨

‐
7

8

木
蔭

紅
河
知
沙

‐
8

9

冬
の
海

紅
河
知
沙

‐
9

10

空
気
の
椅
子
〈
そ
の
二
〉

上
滝
望
観

‐
10

11

元
日
記

横
山
隆

12

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

山
本
ま
こ
と

‐
13

14

な
が
っ
た
ら
し
い
鳥

山
本
ま
こ
と

14

未
明
の
魚
た
ち

東
佐
和
子

15

不
意
の
雨

東
佐
和
子

‐
15

16

唄

藤
維
夫

16

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
一
号
合
評
会
の
記
録

城
取
真
司

‐
17

21

誌
友
紹
介

21

作
品

鮎

た
け
し
た
し
げ
る

22

晩
秋

た
け
し
た
し
げ
る

22

流
れ
る

池
田
慶
子

23

螢

伊
福
重
一

24

鳩

伊
福
重
一

24

少
年
の
空

今
村
冬
三

25

春
一
番

今
村
冬
三

‐
25

26

雨

島
田
と
も
子

26

風
景

島
田
と
も
子

27

船
が
浮
い
て
い
る

山
田
か
ん

‐
27

28

エ
ッ
セ
イ

忘
れ
ら
れ
た
詩
人
達

―
長
崎
文
学
の
こ
と
な
ど

塚
本
貞
一

‐
29

34

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
の
中
で

小
国
力

‐
34

39

根
源
的
判
断

城
取
真
司

‐
39

41

水
準
原
点

山
田
か
ん

‐
41

43

同
人
名
簿

44

あ
と
が
き

44

広
告

山
田
か
ん
第
四
詩
集
『
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
仔
猫
の
耳
』、

長
崎
県
詩
人
会
編
『
長
崎
詩
集
一
九
七
五
年
版
』

裏
表
紙
裏
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奥
付

裏
表
紙

第
四
三
号

一
九
七
六
年
五
月
二
五
日

発
行

作
品

カ
ン
コ
ロ
メ
シ

横
山
隆

‐
1

2

森
の
中
の
鳥

伊
福
重
一

2

ふ
し
ぎ
な

そ
ら
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
3

5

同
人
消
息
（
１
）

5

朝
の
野

島
田
と
も
子

6

日
を
歩
む

藤
維
夫

7

作
品

動
物
詩
抄
（
二
）

今
村
冬
三

‐
8

9

誌
友
紹
介

9

作
品

小
友
の
漁
師

た
け
し
た
し
げ
る

10

小
鳥
を
飼
う

宮
原
隆
之
助

11

Ｒ
子
の
春

山
口
宏

12

受
贈
詩
集

12

作
品

た
と
え
ば
長
江
の
よ
う
な

入
江
昭
三

13

言
葉
の
天
皇

山
田
か
ん

‐
14

16

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
二
号
合
評
会
の
記
録

山
田
か
ん

‐
17

20

受
贈
詩
誌

20

エ
ッ
セ
イ

紀
元
は
二
千
六
百
三
十
六
年

今
村
冬
三

‐
21

23

被
爆
三
〇
周
年
の
八
月
一
〇
日

高
橋
真
司

‐
24

25

希
望
の
在
っ
た
場
所

山
田
か
ん
ノ
ー
ト
（
一
）

中
里
喜
昭

‐
26

35

同
人
消
息
（
２
）

35

第
六
回
九
州
詩
人
祭
案
内

35

同
人
名
簿

36

あ
と
が
き

36

広
告

中
里
喜
昭
『
自
壊
火
山
』、
中
里
喜
昭
『
ふ
た
た
び
歌
え
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

＊
城
取
真
司
は
本
号
か
ら
高
橋
真
司
と
表
記
。

第
四
四
号

一
九
七
六
年
七
月
二
五
日

発
行

作
品

緋
の
女

梁
井
馨

1

安
心
院
に
て

梁
井
馨

あ

じ

む

2

若
者
と
詩
と
音
楽
と
私

紅
河
知
沙

‐
3

5

同
人
消
息

5

作
品

破
船
―
そ
れ
は
あ
る
詩
の
よ
う
に
―

伊
崎
周
介

6

白
い
尖
塔

伊
崎
周
介

7

藁
を
打
つ

伊
福
重
一

8

百
姓
志
願

入
江
昭
三

‐
9

10

栄
轉

今
村
冬
三

‐
10

11

墓

横
山
隆

12

薄
明
へ

島
田
と
も
子

13

次
郎
の
た
ま
し
い

上
滝
望
観

‐
14

15

否
定
の
同
志

山
田
か
ん

‐
15

16

早
朝
の
男

藤
維
夫

17

エ
ッ
セ
イ

《
共
感
》
と
民
衆
情
念
の
集
積

高
橋
真
司

‐
17

18



26

第
四
十
三
号
合
評
会
記

入
江
昭
三

‐
19

22

誌
友
名
簿

22

編
集
部
よ
り

22

エ
ッ
セ
イ

飢
え
に
は
ぐ
れ
て

山
田
か
ん
ノ
ー
ト
（
二
）

中
里
喜
昭

‐
23

31

受
贈
詩
誌
、
受
贈
詩
集

31

同
人
名
簿

32

あ
と
が
き

32

広
告

高
橋
真
司
エ
ッ
セ
イ
集
『
広
島
の
倫
理
』、

小
国
力
エ
ッ
セ
イ
集
『
孤
独
と
愛
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
四
五
号

一
九
七
六
年
九
月
二
五
日

発
行

作
品

頭

伊
福
重
一

1

六
月
の
う
た

横
山
隆

‐
2

3

Ｔ
に
お
く
る
十
四
行
詩

今
村
冬
三

3

旅
立
つ
Ｔ
に

今
村
冬
三

4

褐
色
の
水
が
青
く
な
る
と
き

入
江
昭
三

‐
5

6

受
贈
詩
誌

6

作
品

悲
願

藤
維
夫

7

火
焔
狂
想

梁
井
馨

8

受
贈
詩
集

8

作
品

陰
画
の
夏

島
田
と
も
子

9

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
物
語

上
滝
望
観

‐
10

11

破
壊
の
唄

―
破
滅
し
か
け
て
い
る
者
の
た
め
に
―

平
島
礼
二

‐
11

12

高
架
広
場
に
て

山
田
か
ん

‐
13

14

次
号
予
告

14

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
四
号
合
評
会
記

山
口
宏

‐
15

16

同
人
消
息

16

エ
ッ
セ
イ

不
告
発
の
重
い
話

―
石
原
吉
郎
試
論
―

今
村
冬
三

‐
17

22

誌
友
名
簿

22

エ
ッ
セ
イ

原
爆
死
と
い
う
こ
と

高
橋
真
司

‐
23

24

内
規

24

エ
ッ
セ
イ

幻
覚
惰
淫
の
中
の
夏

山
田
か
ん

‐
25

35

同
人
名
簿

36

あ
と
が
き

36

広
告

高
橋
真
司
エ
ッ
セ
イ
集
『
広
島
の
倫
理
』、

小
国
力
エ
ッ
セ
イ
集
『
孤
独
と
愛
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
四
六
号

一
九
七
六
年
一
二
月
一
日

発
行

原
田
正
路
写
真
特
集

長
崎
の
異
人
墓

原
田
正
路
写
真
集

＊
タ
イ
ト
ル

（
＊
一
頁
、
ノ
ン
ブ
ル
無
し
）

＊
写
真
一
二
枚

（
＊
一
二
頁
、
ノ
ン
ブ
ル
無
し
）

エ
ッ
セ
イ

墓
と
、
写
真
と
、
芸
術
と
、

原
田
正
路



27

（
＊
一
頁
、
ノ
ン
ブ
ル
無
し
）

作
品

砂
の
よ
う
に

島
田
と
も
子

17

交
叉
点
に
て

山
口
宏

18

視
線
の
向
う
に

柳
生
じ
ゅ
ん
子

19

さ
く
ら

柳
生
じ
ゅ
ん
子

20

受
贈
詩
誌

20

作
品

墓

宮
原
隆
之
助

21

谷
あ
い
の
ち
い
さ
い
村

上
滝
望
観

‐
22

23

エ
ッ
セ
イ

宮
原
隆
之
助
詩
集
を
読
む

塚
本
貞
一

‐
23

24

作
品

秋
の
構
図

梁
井
馨

25

魂
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

今
村
冬
三

26

頌
め
歌

今
村
冬
三

‐
27

28

九
月
一
日

横
山
隆

‐
28

29

暗
い
夏

松
島
章
子

29

海
に
沈
む
石

山
田
か
ん

30

エ
ッ
セ
イ

「
俺
の
優
雅
な
帰
り
道
」
と
私

横
山
隆

‐
31

32

内
規

32

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
五
号
合
評
会
記

‐
33

36

同
人
消
息

36

エ
ッ
セ
イ

サ
カ
・
ハ
カ
・
バ
カ

原
田
正
路

‐
37

38

天
皇
制
に
ふ
れ
て
―
弘
之
と
辰
猪
―

高
橋
真
司

‐
39

42

受
贈
詩
集

42

エ
ッ
セ
イ

池
田
賢
士
郎
に
お
け
る
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
は
何
か

入
江
昭
三

‐
43

55

広
島
に
て

山
田
か
ん

‐
56

59

お
詫
び
訂
正

山
田
か
ん

59

誌
友
名
簿

59

同
人
名
簿

60

あ
と
が
き

60

広
告

宮
原
隆
之
助
詩
集
『
俺
の
優
雅
な
帰
り
道
』、

山
口
宏
詩
・
エ
ッ
セ
イ
集
『
魂
の
原
野

こ
の
よ
き
も
の
を
―
詩
と
教
育
の
座
か
ら
―
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
四
七
号

一
九
七
七
年
二
月
一
五
日

発
行

広
告

伊
福
重
一
詩
集
『
水
辺
を
駈
け
る
馬
』、

高
橋
真
司
エ
ッ
セ
イ
集
『
広
島
の
倫
理
』

表
紙
裏

作
品

ロ
ー
マ
に
て

藤
維
夫

‐
1

2

鳩

伊
福
重
一

2

川
沿
い
の
路

横
山
隆

3

友
へ

紅
河
知
沙

4

大
瀬
崎
灯
台

紅
河
知
沙

5

馴
ら
さ
れ
る

―
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
―

伊
崎
周
介

‐
6

7

ふ
と
町
角
で

伊
崎
周
介

7

飛
ぶ

柳
生
じ
ゅ
ん
子

8

水
仙

柳
生
じ
ゅ
ん
子

9

受
贈
詩
誌
、
受
贈
詩
集

9

作
品

熊
本

松
島
章
子

10



28

死
神

宮
原
隆
之
助

10

霧
の
街

島
田
と
も
子

11

す
ず
め

き
く
に
つ
い
て

上
滝
望
観

‐
12

13

蛸
壺

今
村
冬
三

‐
13

14

な
み
だ
―
ひ
と
と
半
島
の
こ
と

高
橋
真
司

‐
14

15

詩
友
名
簿

15

作
品

少
年

入
江
昭
三

‐
16

17

同
人
消
息

17

作
品

ピ
エ
ロ
Ⅱ

坂
井
信
夫

‐
18

19

詩
片

田
中
礼
治
郎

19

水
仙

田
中
礼
治
郎

19

豚
三
頭

山
田
か
ん

20

エ
ッ
セ
イ

第
四
十
六
号
合
評
会
記

今
村
冬
三

‐
21

23

「
断
念
の
思
想
」
に
つ
い
て

今
村
冬
三

‐
24

27

同
人
名
簿

28

あ
と
が
き

28

広
告

山
口
宏
詩
・
エ
ッ
セ
イ
集
『
魂
の
原
野

こ
の
よ
き
も
の
を
―
詩
と
教
育
の
座
か
ら
―
』、

宮
原
隆
之
助
詩
集
『
俺
の
優
雅
な
帰
り
道
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
四
八
号

一
九
七
七
年
四
月
二
五
日

発
行

作
品

鮎
返
り
の
瀧
に
て

伊
崎
周
介

1

空
―
友
へ
―

伊
崎
周
介

1

あ
な
た
へ

伊
崎
周
介

2

盆

伊
福
重
一

2

雨
の
夢

島
田
と
も
子

3

つ
じ
つ
ま
に
つ
い
て

上
瀧
望
観

‐
4

5

ほ
ど
く

松
島
章
子

6

同
人
消
息

6

作
品

待
つ

柳
生
じ
ゅ
ん
子

7

白
も
く
れ
ん

柳
生
じ
ゅ
ん
子

7

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て

横
山
隆

8

朝

田
中
礼
治
郎

‐
8

9

受
贈
誌
紙
、
受
贈
著
書

9

交
流
各
誌
並
び
に
読
者
へ

9

作
品

こ
の
掌
に
熱
き

今
村
冬
三

10

五
島
に
て

紅
河
知
沙

11

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
眠
り

入
江
昭
三

‐
11

12

エ
ッ
セ
イ

山
口
宏
詩
集
エ
ッ
セ
イ
集
「
魂
の

原
野
こ
の
よ
き
も
の
を
」
評

澤
村
光
博

‐
13

15

玩
具
と
キ
ュ
ウ
リ
と
お
に
ぎ
り
と

高
橋
真
司

‐
16

19

第
四
十
七
号
合
評
会
記

上
瀧
望
観

‐
20

21

歎
異
抄
の
親
鸞

今
村
冬
三

‐
22

27

誌
友
名
簿

27

同
人
名
簿

28

あ
と
が
き

28

内
規

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙



29

第
四
九
号

一
九
七
七
年
六
月
二
〇
日

発
行

作
品

一
日
ま
た
は
海
と
魚
の
あ
る
風
景
Ⅰ
山
田
か
ん

‐
1

3

き
ん
ぐ
こ
ん
ぐ
え
れ
じ
い

今
村
冬
三

‐
4

5

梅
雨

松
島
慶
子

5

鳥
の
日
暮
れ

島
田
と
も
子

6

行
進

柳
生
じ
ゅ
ん
子

7

ど
う
み
て
も
雀

横
山
隆

8

日
は
長
く

伊
崎
周
介

9

く
せ

伊
崎
周
介

‐
9

10

同
人
消
息

10

作
品

捕
獲
器

伊
福
重
一

11

受
贈
誌
紙
、
受
贈
著
書

11

作
品

夢
玲

入
江
昭
三

‐

ム
ー
リ
ン

12

13

誌
友
名
簿

13

作
品

赤
と
ん
ぼ
に
つ
い
て
〈
そ
の
一
〉

上
瀧
望
観

‐
14

15

エ
ッ
セ
イ

伊
福
重
一
詩
集
「
水
辺
を
駈
け
る
馬
」
評

高
橋
真
司

‐
15

17

第
四
十
八
号
合
評
会
記

柳
生
じ
ゅ
ん
子

‐
18

19

同
人
名
簿

20

あ
と
が
き

20

内
規

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

第
五
〇
号

一
九
七
七
年
八
月
二
〇
日

発
行

広
告

今
村
冬
三
詩
集
『
鈍
行
』

表
紙
裏

作
品

雨
の
公
園
―
原
爆
中
心
地
に
て
―

柳
生
じ
ゅ
ん
子

1

浦
上
川
に
て

柳
生
じ
ゅ
ん
子

‐
1

2

三
十
三
回
忌

紅
河
知
沙

‐
2

3

夕
暮
れ
の
馬

今
村
冬
三

‐
3

4

塩
の
道

島
田
と
も
子

‐
4

5

月
光

池
田
慶
子

‐
5

6

赤
い
臓

藤
維
夫

7

同
人
消
息

7

作
品

坂
道

伊
崎
周
介

8

赤
と
ん
ぼ
に
つ
い
て
〈
そ
の
二
〉

上
滝
望
観

‐
8

11

受
贈
詩
紙
、
受
贈
著
書

11

作
品

一
日
ま
た
は
海
と
魚
の
あ
る
風
景
Ⅱ
山
田
か
ん

‐
12

14

崎
戸
廃
坑
風
悼
み
歌

入
江
昭
三

‐
15

17

詩
友
名
簿

17

エ
ッ
セ
イ

一
九
七
七
年
夏

野
呂
邦
暢

‐
18

21

の
ぞ
ま
し
き
源
流

―
吉
野
弘
に
つ
い
て
の
走
り
書
き
補
遺

今
村
冬
三

‐
22

30

漢
口
空
襲

入
江
昭
三

‐
30

38

第
四
十
九
号
合
評
会
記

島
田
と
も
子

‐
39

40

同
人
名
簿

42

あ
と
が
き

42

内
規

裏
表
紙
裏



30

奥
付

裏
表
紙

第
五
十
一
号
（
終
刊
号
）

一
九
七
七
年
一
二
月
五
日

発
行

広
告

今
村
冬
三
詩
集
『
鈍
行
』

表
紙
裏

作
品

遠
ざ
か
る
君

今
村
冬
三

1

影
の
年
代
記

―
Ｙ
・
Ｋ
に
―

坂
井
信
夫

XV

2

す
ず
め
に
お
く
る
手
紙
の
ひ
と
つ

上
滝
望
観

‐
3

4

旅

島
田
と
も
子

‐
4

5

水
無
月
幻
想

堀
雅
己

‐
5

6

妻

伊
福
重
一

6

長
男

伊
福
重
一

7

秋

紅
河
知
沙

7

山
峡

紅
河
知
沙

8

受
贈
詩
誌
（
１
）

8

作
品

腕

伊
崎
周
介

9

残
亡

藤
維
夫

10

魔
法
と
少
年

入
江
昭
三

11

遅
刻

松
島
章
子

12

ふ
よ
う
の
花
の
咲
く
こ
ろ

柳
生
じ
ゅ
ん
子

13

挽
夏

柳
生
じ
ゅ
ん
子

‐
13

14

受
贈
詩
誌
（
２
）、
受
贈
詩
集

14

作
品

一
日
ま
た
は
海
と
魚
の
あ
る
風
景
Ⅲ
山
田
か
ん

‐
15

18

池
田
慶
子
追
悼急

逝
を
悼
む

野
地
慎
生

19

追
悼
池
田
慶
子
女
史

植
木
孟

20

池
田
さ
ん
を
想
う

山
田
豊

‐
21

22

悼
句

今
村
冬
三

22

遠
い
人
へ

故
池
田
慶
子
さ
ん
を
追
悼
す
る

山
口
宏

‐
22

23

早
暁
の
訃
報

入
江
昭
三

‐
23

24

途
上
に
斃
れ

山
田
か
ん

‐
24

25

同
人
消
息

25

エ
ッ
セ
イ

も
う
ひ
と
つ
の
〈
難
民
詩
集
〉

入
江
昭
三
「
不
帰
河
」
書
評

坂
井
信
夫

‐
26

29

十
一
文
半
の
靴
跡

今
村
冬
三
詩
集
「
鈍
行
」
に
寄
す

入
江
昭
三

‐
30

33

第
五
十
号
合
評
会
記

山
田
か
ん

‐
33

36

神
は
砕
か
れ
た
か

今
村
冬
三

‐
37

40

長
崎
に
お
け
る
反
原
爆
の
表
現

―
現
代
詩
に
み
る
系
譜
（
一
七
）
山
田
か
ん

‐
40

58

旧
同
人
名
簿

58

エ
ッ
セ
イ

（
＊
無
題
）

Ｋ

59

誌
友
名
簿

59

～

～
・
総
目
次

‐

NO.
1

NO.
50

60

66

旧
・
現
同
人
刊
行
詩
集
一
覧

67

同
人
名
簿

68

あ
と
が
き

68

広
告

入
江
昭
三
第
二
詩
集
『
不
帰
河
』

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙


